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 シンガポール 

日本政策投資銀行プロフィール 

　災害大国であるわが国では、国際規格化が議論されるＢＣＰ

（事業継続計画）の普及等、リスクマネジメントの高度化を通じ

た企業防災力の向上が課題となっています。 

　ＤＢＪでは、2006年４月に、企業の防災への取り組み評価に応

じて金利を優遇する防災対応促進事業（防災格付）融資制度

の運用を開始したのに続いて、株式会社損害保険ジャパンとＢ

ＣＰをはじめとする企業防災の取り組みを支援することを目的に

業務協力協定を締結し、協議を行ってきました。そして、このほ

ど損保ジャパンでは、ＤＢＪの防災格付評価に応じ、かつリスク

状況が良好な企業に対して、企業費用・利益総合保険の保険

料を最大10％割り引く制度を創設しました。 

　利益保険の加入率は日本では１割程度に止まっていますが、

欧米では災害やライフラインの停止等のリスクから企業のキャッ

シュフローを守る対策として広く利用されています。防災対策は

直接的な収益効果が限られますが、ＤＢＪ防災格付を取得する

ことで、防災対策に必要な資金を優遇金利で調達できるほか、

リスク軽減による経済的なメリットを保険料の割引という形で得

ることが可能になります。 

　ＤＢＪでは、企業防災力の向上に賛同する企業・団体とも連

携し、防災格付融資制度を軸にしながら、企業が防災対策の

価値を実感できる環境づくりを進めていきたいと考えております。 

損害保険ジャパンと提携し、企業防災の取り組みを支援 
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Community

大分県豊後高田市の中心商店街は、ほんの５～６年前まで、

「犬と猫しか歩いていない」と言われるほど寂れた町だった。

ところが2001年以降、様相が一変。ここ数年は年間20万人を

超える観光客が訪れるほどになった。起爆剤となったのは、地

元の有志が手作りで取り組んだ「昭和の町」プロジェクトだ。

昭和30年代の商店街を再現しようというこの試みは、中心市

街地活性化の成功事例としてメディアの注目を集め、全国か

らの視察も相次いだ。だが、関係者にとってプロジェクトはま

だ始まったばかり。めざすのは商業と観光の一体的振興によ

る広域的な地域再生だ。「昭和の町」プロジェクトの経緯と現

状を追うとともに、今後の取り組みを展望する。
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豊後高田商工会議所
豊後高田市観光まちづくり株式会社
企画担当 金谷俊樹氏

「日本のどの町でも、いずれ昭和を懐かし
むときがくる」。2年間に及ぶ全国リサーチ
の結果、その確信を得て、商店・商工会議
所・行政が一体となって取り組んだ「昭和
の町」は、年間20万以上の観光客で賑わ
う町へと見事に変貌した。

商工会議所が旅行代理店に積極的に売り
込んだ結果、「昭和の町」は、今や人気の観
光バスルートだ。街並みの紹介や、各店舗
の魅力や物語をユーモアたっぷりの語り口
で紹介する「ご案内人」が大好評で、リピー
ターで訪れる観光客も多い。

建築・歴史・商品・商人という4つの再生に基づく店づくりをすすめる「昭和の町」。各商店には「一点
一宝」として、いまだ現役の足踏みミシンや茶箱など、その店ならではの宝が飾られ、昭和30年代と
変わらないもてなしで接客にあたっている。
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（
注
）

豊後高田市長　
永松博文氏

豊後高田市観光まちづくり株式会社
代表取締役　
野田洋二氏

M
A

P

昭和の町 

大分空港 

周防灘 

国東半島 

豊後高田市 

（注）

ＤＢＪも地域再生の観点から
「昭和の町」づくりを支援して
きている。04年11月には豊後
高田中心市街地の再生を確
固たるものとするための提言
を行い、その中で、今後の「昭
和の町」のマネジメントの中核
的組織の設立を提案した。ま
ちづくり会社は、その提案を受
ける形で設立されたものだ。

「昭和の町」の中心スポットとなっている「昭和ロマン
蔵」。「黒崎義介昭和の絵本美術館」には、昭和の町
のロゴマークにもなっている『オシックラ』の童画を
描いた黒崎義介画伯の絵本の原画や童画作品など、
多数の作品が展示されている（写真右上・右下）。「駄
菓子屋の夢博物館」は、日本一の駄菓子屋のおもち
ゃコレクターである小宮裕宣さん（中）が館長を務め
る。昭和30年代のおもちゃを中心に、約5万点以上
が展示されていて、古き良き日本の懐かしい姿が楽
しめる（写真左上）。

国東半島は仏教文化の華が咲き誇った場所だ。日本
最大級の圧倒的なスケールを誇る「熊野磨崖仏」（上）。
現存する九州最古（平安時代後期）の木造建築で国
宝の大堂がある「富貴寺」（左下）。天念寺にある修行
の道でもある「無明橋」（右中）。天念寺前の「川中不
動」（右下）。
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近年、都市中心部の空きビルをＳＯＨＯ住宅に、あるいはシティホテルを老人ホームへ改修すると

いった動きが見られる。こうした、不稼動建物の用途を変えることで新たな利用価値を生み出すこ

とを建物コンバージョン（用途変換）と呼ぶ。欧米では定着した手法だが、日本では21世紀に入っ

て普及し始めた。日本政策投資銀行（ＤＢＪ）では、都市インフラ整備や地方圏における地域再生を

図る一手法としてコンバージョンに着目しており、06年５月、その可能性や課題に関する「調査」

No.89 ――都市集積の評価と建物コンバージョン事業による地域再生の可能性――（以下、「調

査」）を発表したほか、大都市部でのコンバージョンとして活発化するサービスアパートメント（以下、

ＳＡ）ビジネスを見据え、06年７月に、野村不動産アーバンネット（株）とＳＡ事業の開発等で業務提

携した。最近のコンバージョンの動向とあわせて、同調査のポイントを紹介する。

DBJ SPECIAL 1   REPORT

■ SAの地域別供給構成比（総賃室数ベース） 

千代田区 7.9％ 

中央区 
15.2％ 

港区　65.2％ 

渋谷区 3.4％ 

新宿区 1.1％ 

文京区 1.4％ 

世田谷区 0.5％ 

目黒区 1.1％ 

大阪市北区 0.9％ 

名古屋市西区 3.4％ 

■ サービスアパートメント（SA）とは 

注： 1.一般賃貸の広さは、ワンルームタイプを想定 
 2.ホテルの広さは、一般的なビジネスホテルのシングルを想定 

項　目 

プライバシー 

セキュリティー 

敷金礼金 

キッチン 

家具・インテリア 

情報通信 

キッズルーム 

フィットネス 

清掃・リネン 

コンシェルジュ 

広さ 

一般賃貸 

● 

 

 

● 

▲ 

 

 

 

 

 

25㎡

SA 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

▲ 

● 

● 

● 

40㎡

ホテル 

　 
● 

● 

　 

　 

● 

　 

● 

● 

● 

18㎡

野村不動産アーバンネット株式会社
アセット営業本部
コーポレートパートナー事業部
課長代理
インベストメント・アドバイザリーグループ
ピメンテル・フランシスコ氏 Frasers Hospitality Pte Ltd 提供
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都市内におけるオフィス、商業施設、人口の集積（都市集

積）は外部経済性を有する。しかし、人口50万人クラス以下

の地方都市の中心部では、ビルの空室率は高水準で推移

しており、こうした都市集積を生み出さない不稼動建物スト

ックが、都市全体の魅力を引き下げている。「調査No.89」

では、都市集積の経済的価値を評価することで、都市政策

への示唆とするとともに、地域再生を図る１手法として建物

コンバージョンに注目し、その可能性や課題について探っ

ている。

特に、中心市街地空洞化の問題について、これまで少な

かった定量的な分析を行い、オフィス、商業施設、人口の

郊外化が進んだ場合と、逆に中心地に回帰した場合で都

市の価値がどのように変化するのかを

計測している。都市集積指標を説明変

数に含む地価モデルを推定して、福岡、

仙台、松山、金沢の４都市について都心

回帰のシミュレーションを行い、従業者の

都心回帰は１人当り１００万円（松山）～２４

０万円（福岡）、人口の都心回帰は１人当り

１００万円（金沢）～３３０万円（仙台）都市全

体の地価総額を押し上げるという結論を得

た。この都市集積に関する定量分析結果は、

中心市街地活性化や地域再生において建物

コンバージョンがもたらす便益を示している。

（
注
3
）

（
注
2
）

（注1）

ＳＡは、ホテルに比べ客室の広さやプライバシーの
保持において、また、一般賃貸に比べ家具・インテ
リアなどの設備やハウスクリーニング、リネン交換
などの付帯サービスにおいて、さらに、費用面でも
ホテルよりコストが安く、一般賃貸のような仲介手
数料・礼金などが発生しない点でメリットがある。

（注2）

家守は、地主に代わって宅地内の諸事を差配する江
戸時代の職業。資産管理者として賃料を確実に得
るため店子の選定から起業育成、町全体のマネジメ
ントまでを担っていた。DBJでは、家守事業のアドバ
イス、資金調達の企画などを行うSOHOコンバージ
ョン支援センターを地域企画部内に開設している。

（注3）

「改正中心市街地活性化法」の狙いは、人口減少
や少子高齢化など社会構造の大きな変化に対応
し、郊外に分散した都市機能を中心部に集積させ、
にぎわいを取り戻すことにある。「暮らし・にぎわい
再生事業」は、病院や複合商業施設など公的・公
益的な機能を持つ建物を中心市街地に誘導する
「都市機能まちなか立地支援」と、空きビルを再利
用する際の改修費用を補助する「空きビル再生支
援」の２本柱で構成される。

■ 都市規模別の有望なコンバージョンのタイプ 

ベースビルの従前用途 
賃貸ビル 商業施設 独身寮 ホテル 

大都市 
（100万人～） 

中都市 
（30万人～） 

小都市 
（～30万人） 

高齢者施設 

行政支援センター 

SOHO住宅 
SOHOオフィス 
病院 

サービスアパートメント 

病院 
短期賃貸 
マンション 

DBJ SPECIAL 1 

日本政策投資銀行　調査部
寺崎 友芳

■ 都市別中心ゾーンのオフィス空室率（％）の推移 
人口50万人クラス（40～60万人）の都市 

都市名 
宇都宮 

新潟 

金沢 

浜松 

岐阜 

松山 

長崎 

大分 

鹿児島 

人口 
（万人） 　 
45 

52 

44 

58 

40 

48 

42 

44 

55

02年 
14.2 

17.9 

15.5 

25.3 

22.2 

10.6 

12.3 

13.4 

13.6

03年 
13.9 

22.2 

12.7 

18.7 

19.2 

11.8 

12.9 

14.3 

13.1

04年 
10.6 

23.9 

18.8 

18.3 

19.4 

14.0 

10.9 

18.7 

10.3

05年 
10.8 

19.7 

17.8 

13.9 

16.2 

15.5 

9.2 

17.7 

7.3

注： 1.　　  は空室率10％以上 
 2.生駒データサービスシステム「OFFICE MARKET REPORT」より作成 
 3.各年12月時点 

オフィスビルからSOHO住宅にコンバージョンしたラティス青山creator's village「Lattice aoyama」（左）コンバージョン前後の図面（基
礎階）。（中上）コンバージョン前の外観。（右上）コンバージョン後の外観（都条例の規定により必要となる避難バルコニーを設置）。（中下）
コンバージョン前の内装。（右下）コンバージョン後の内装　※日本土地建物（株）資料より作成
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れ
て
い
る
。ロ
ラ
イ
マ
は
一
般
ル
ー
ト

か
ら
登
れ
ば
、登
山
者
に
と
っ
て
そ

れ
ほ
ど
困
難
で
も
な
い
が
、ク
ケ
ナ

ン
は
ア
プ
ロ
ー
チ
が
長
く
、取
り
つ
き

に
く
い
の
で
、一
般
の
登
山
者
は
ほ

と
ん
ど
行
か
な
い
。

登
り
始
め
は
垂
直
の
壁
に
近
寄

り
、壁
沿
い
に
高
度
を
か
せ
ぎ
な
が

ら
北
に
向
か
う
。サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
の

大
き
な
岩
を
乗
り
越
え
た
り
、そ
の

間
を
す
り
抜
け
た
り
、ト
ラ
バ
ー
ス

（
険
し
い
所
を
ジ
グ
ザ
グ
に
登
る
登

り
方
）し
た
り
し
な
が
ら
、着
々
と

高
度
を
上
げ
て
い
く
。
そ
の
先
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
難
所
に
ぶ
つ
か
る
。

５
ｍ
ほ
ど
の
垂
直
の
壁
だ
が
、そ
れ

を
乗
り
越
え
る
と
、よ
う
や
く
頂

上
に
た
ど
り
着
い
た
。７
年
前
の
ロ

ラ
イ
マ
登
頂
に
比
べ
る
と
、行
程
が

長
く
、複
雑
だ
っ
た
。
頂
上
に
着
い

て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、大
雨
が
降

り
出
し
た
。
そ
の
雨
が
止
む
と
、向

こ
う
に
見
え
る
ロ
ラ
イ
マ
の
壁
に
、

幾
筋
も
の
滝
が
流
れ
落
ち
、壮
観

と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
光
景
が
ひ

ろ
が
っ
た
。

登
頂
の
２
日
後
に
キ
ャ
ン
プ
を
出

発
し
、東
側
の
縁
沿
い
を
北
上
す

る
。
以
前
１
人
で
野
営
し
た
こ
と
の

あ
る
大
き
な
川
の
ほ
と
り
に
出
た
。

こ
こ
か
ら
真
西
に
向
か
う
。し
か
し
、

や
や
北
の
方
に
寄
り
過
ぎ
て
迷
い
か

け
た
。
雨
の
降
る
中
、ル
ー
ト
を
修

正
し
つ
つ
無
事
、目
的
地
に
着
い
た
。

こ
こ
か
ら
、西
端
に
出
る
ル
ー
ト
を

探
る
た
め
、わ
た
し
は
偵
察
に
出
た
。

湿
地
帯
を
通
り
、奇
岩
地
帯
を
通

り
抜
け
て
、滝
が
流
れ
落
ち
る
谷
に

到
着
し
た
。
そ
の
谷
沿
い
に
北
上

し
、縁
の
近
く
に
出
る
。
雲
が
わ
き

上
が
っ
て
い
た
。

最
後
に
キ
ャ
ン
プ
の
西
側
に
あ
る

丘
に
登
っ
た
。
丘
と
い
っ
て
も
周
囲

が
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
の
垂
直
の
壁
に

囲
ま
れ
て
い
て
、壁
を
よ
じ
登
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。１
時
間
半
か
け

て
全
員
が
登
り
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に

西
端
ま
で
の
20
数
ｍ
を
歩
く
。
縁
に

立
つ
と
、ク
ケ
ナ
ン
の
西
に
延
び
て

い
る
密
林
に
お
お
わ
れ
た
多
く
の

テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
群
が
サ
バ
ン
ナ

の
上
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
の
が
見

え
た
。
絶
景
だ
っ
た
。

麓のサバンナからクケナン山をのぞむ

エンゼルフォールはギアナ高地のテーブルマウンテンのうちで最大のア
ウヤン・テプイから流れ出ている。

1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン全域

踏査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年間に32

回、通算10年間以上にわたり南米への旅を重ねる。93年

からは、東アフリカで生まれた人類が、シベリア、アラスカ経

由で南米最南端まで行った旅路“グレートジャーニー”5万

キロを逆ルートでたどる旅に挑み、2002年2月に最終目的

地タンザニアへ到着。著書「インカの末裔と暮らす」文英

堂、「『原住民』の知恵」光文社知恵の森文庫など多数。

写真は全て本人による撮りおろし。

探
検
家
・
医
師

グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
旅
の
寄

り
道
で
、ギ
ア
ナ
高
地
最
大
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
、ア
ウ
ヤ
ン
・
テ
プ

イ
に
向
か
っ
た
。
頂
上
台
地
の
広
さ

が
7
0
0
km2
と
い
う
か
ら
、東
京
23

区
内
よ
り
も
広
い
。
周
辺
は
サ
バ
ン

ナ
だ
。

ギ
ア
ナ
高
地
に
は
1
0
0
以
上

の
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
が
あ
る
。こ

れ
ら
の
山
々
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
調
査

さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
国
土
の
お

よ
そ
1.5
倍
の
広
さ
を
持
つ
到
達
困

難
な
地
域
に
そ
れ
ら
の
山
々
が
散

在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
多

く
は
地
球
上
で
残
さ
れ
た
地
理
的

な
空
白
地
帯
と
い
っ
て
よ
い
。ギ
ア
ナ

高
地
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン

の
台
地
上
の
植
物
は
約
4
0
0
0

種
。
日
本
全
体
の
種
の
数
よ
り
多

い
。
そ
の
75
％
が
固
有
種
、つ
ま
り

こ
こ
に
し
か
生
育
し
な
い
も
の
だ
と

い
う
。「
海
の
孤
島
」
で
あ
る
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
島
の
固
有
種
が
45
％
だ
と
い
う

か
ら
、こ
こ
が
周
囲
か
ら
い
か
に
隔
離

さ
れ
、植
物
が
独
自
の
進
化
を
と
げ

た
か
が
分
か
る
。

ア
ウ
ヤ
ン
・
テ
プ
イ
に
は
世
界
で

最
も
落
差
の
大
き
い
エ
ン
ゼ
ル
フ
ォ

ー
ル
が
あ
る
。
滝
の
バ
ッ
ク
に
あ
る
屏

風
の
よ
う
な
壁
が
圧
巻
で
あ
る
。あ

ま
り
に
も
高
度
差
が
大
き
い
た
め
、

滝
の
下
部
は
霧
状
に
な
っ
て
い
て
、

滝
壷
は
な
い
。
微
妙
に
変
化
す
る
水

し
ぶ
き
の
カ
ー
テ
ン
に
陽
光
が
差
し
、

う
っ
す
ら
と
虹
が
か
か
る
。
時
間
と

と
も
に
虹
が
動
く
。
日
が
高
く
な
っ

て
雲
が
わ
い
て
く
る
ま
で
、私
は
そ

の
壮
大
な
自
然
の
美
を
堪
能
し
た
。

ア
ウ
ヤ
ン
・
テ
プ
イ
に
引
き
続
き
、

難
所
ク
ケ
ナ
ン
横
断
を
目
指
し
た
。

わ
た
し
は
以
前
、ロ
ラ
イ
マ
台
地

（
ペ
モ
ン
族
の
言
葉
で
「
す
べ
て
の
水

の
母
」
の
意
味
）に
登
り
、南
か
ら

北
ま
で
横
断
し
て
い
た
の
だ
が
、そ

の
と
き
隣
に
見
え
て
い
た
の
が
、こ

の
ク
ケ
ナ
ン（
ペ
モ
ン
語
で
「
聖
な
る

山
」
を
意
味
す
る
）だ
っ
た
。ロ
ラ
イ

マ
同
様
、周
辺
は
垂
直
の
壁
に
囲
ま

Yoshiharu Sekino

ランの仲間

地球視考

Guiana
Highlands

Column

Guiana Highlands
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（注1）

米国において連邦倒産法第1 1章手続きに入った企業
（DIP:Debtor In Possession占有継続債務者:法的手続き後も
原則、債務者が業務を執行）への与信のこと。日本では民事再
生法、会社更生法の手続申立後、計画が認可決定するまでに事
業を円滑に継続するための融資をDIPファイナンスと呼んでいる。

（注2）

04年３月、ＤＢＪは民事再生法の適用を申請した子供服販売業者
ピーター商事（本社・福井市）に対して、在庫品の子供服の担保
を評価し、返済能力が見込めるとの判断から融資を実行した。企
業の在庫商品を担保に資金繰り支援したのは国内で初。

（注3）

DIPファイナンスの実行には、以下の5つが要件となる。 経済
合理性（倒産企業でも、収益性の優れた事業には事業価値が認
められるが、赤字解消の可能性がない事業に再生価値は見込め
ない）、 地域経済への影響（当該企業の倒産で多くの失業者
が発生するほか他社にも連鎖するなど、地域に必要な事業であ
ること）、 高い再建可能性（株主責任、経営者責任を明らかに
した上で、利害関係者の理解が得られ、かつ経済的にも実現性
の高い再建計画の策定が見込まれること）、 償還確実性の確
保（確実な担保を徴求するとともに、DIPファイナンスが裁判所
の許可等を受けた共益債権となること） 利害関係者の意向確
認（監督委員の了解など透明な手続きを前提とし、本融資を利害
関係者に周知すること）

DBJournal NO.24 14

注
１

（
注
2
）

（
注
3
）

DBJ SPECIAL 2   REPORT

日本料理家の神田川俊郎氏が絶賛した『限定なかむら』と『カネカメ濃口醤油』。

（上）独自の匠技「吟選六段仕込み」によって造り
出された生醤油を、昔ながらの方法でゆっくりと
時間をかけて絞る。最初に絞られる1～2％が『限
定なかむら』に使われる。（下）当初開発品の「昆
布しょうゆ」は類似品も多く出るほどのヒット作だ。
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地元スーパー店内に並ぶ中村醸
造元の製品。

（株）中村醸造元　代表取締役社長
中村 充滋氏

日本政策投資銀行　企業ファイナンス部
松木 大

（上）醤油醸造の極意は麹にあり――独自の匠技「吟選六段仕込み」を
支える麹造りの製造工程。ここから他に類をみないまろやかな生醤油が
生み出される。（左）作り手の気持ちを込めて『カネカメ濃口醤油』のラ
ベル貼りは、手作業で行われる。
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調
会
長
の
石
弘
光
氏
と
、錚
々
た

る
ゲ
ス
ト
陣
は
、新
米
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
未
熟
さ
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ

る
魅
力
的
な
方
ば
か
り
だ
。

今
度
は
、こ
の
番
組
で
の
ゲ
ス
ト

と
の
出
会
い
か
ら
、ま
っ
た
く
新
し

い
小
説
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
、実
は
こ
っ
そ
り
期
待
し
て
い
る

私
な
の
で
あ
る
。

作家。1951年生まれ。米国系金融機関で債券ディーラー

などを経て、95年作家に。タイムリーな経済トピックスを

テーマに骨太なストーリーを展開し、鮮烈な企業闘争の

中でも矜持を失わない人間たちを描き、多くの企業人・

財界人から圧倒的な支持をえている。著書に『日本国債』

『凛冽の宙』『日銀券』『周極星』『タックス・シェルター』な

ど多数。最近刊はエッセイ集『表の顔と裏の顔』。雑誌・

新聞での執筆活動のほか、テレビのコメンテーターや

ラジオのパーソナリティーとしても活躍。政府税制調査

会、財政制度等審議会ほかの委員を歴任。

人
生
に
は
、思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
出
会
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

米
国
系
の
金
融
機
関
で
デ
ィ
ー

リ
ン
グ
・
ル
ー
ム
に
配
属
に
な
っ
た
の

も
、あ
る
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ス
と
の
出

会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

ま
さ
か
自
分
が
作
家
に
な
る
と
は
、

自
分
で
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

が
、そ
れ
も
こ
れ
も
、こ
の
ボ
ス
と
の

出
会
い
が
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
か
っ

た
こ
と
だ
。

不
思
議
な
出
会
い
は
、い
つ
も
突

然
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
。
作
家

生
活
十
二
年
目
に
突
入
し
た
ば
か

り
の
二
〇
〇
六
年
の
十
一
月
、ラ
ジ

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
な
り
、各
界

の
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
て
ト
ー
ク
番

組
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

も
、ま
さ
に
予
想
も
し
て
い
な
か
っ

た
「
出
会
い
」
だ
っ
た
。

子
供
の
こ
ろ
、ひ
そ
か
に
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
カ
ー
ウ
ー
マ
ン
に

憧
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。い
ま
か
ら
四

十
年
あ
ま
り
前
、ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー

ム
ド
ラ
マ
が
盛
ん
に
放
送
さ
れ
て
い

た
時
期
の
こ
と
だ
。
当
時
、画
面
か

ら
伝
わ
っ
て
く
る
日
本
と
は
異
質

の
ア
メ
リ
カ
文
化
は
ど
れ
を
と
っ
て

も
新
鮮
だ
っ
た
が
、そ
の
な
か
で
も

生
き
生
き
と
活
躍
す
る
働
く
女
性

た
ち
の
姿
に
、私
は
鮮
烈
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
ス
ー
パ
ー
マ

ン
」
で
は
女
性
記
者
に
夢
中
に
な

り
、タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記
事
を
打

つ
姿
に
憧
れ
て
、父
に
英
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
の

も
こ
の
こ
ろ
だ
。ニ
ュ
ー
ス
解
説
者
と

し
て
機
知
に
富
ん
だ
会
話
が
冴
え

る
、知
的
な
ア
ン
カ
ー
ウ
ー
マ
ン
も

羨
望
の
的
だ
っ
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、中
学
時
代
か
ら

見
よ
う
見
ま
ね
で
英
文
タ
イ
プ
を

使
っ
て
い
た
私
は
、そ
れ
を
活
か
し

た
い
ば
か
り
に
、就
職
先
に
は
米
国

系
の
銀
行
を
選
ん
だ
。
そ
の
後
、や

は
り
米
国
系
の
投
資
銀
行
に
転
職

し
、ボ
ス
に
恵
ま
れ
て
国
際
金
融
市

場
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
子
供
の
こ
ろ
、英
文
タ
イ
プ
と

出
会
っ
て
い
な
け
れ
ば
、相
場
の
世

界
と
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う

し
、四
十
歳
な
か
ば
に
し
て
作
家
と

い
う
生
涯
の
仕
事
と
出
会
う
こ
と

も
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

物
書
き
稼
業
の
忙
し
さ
に
追
わ

れ
て
い
る
う
ち
に
、そ
ん
な
こ
と
は

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
だ
が
、今
回

ひ
ょ
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
ラ
ジ
オ
番

組
の
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
、突
然

子
供
の
こ
ろ
の
こ
と
が
蘇
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
私
は
、後
先
も
考
え
ず

に
「
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
叫

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
大
胆
と
い
う

か
、無
謀
と
い
う
か
、ま
あ
私
の
場

合
そ
れ
は
い
つ
も
の
こ
と
で
は
あ
る

の
だ
が
、思
っ
た
と
き
は
す
で
に
足

が
勝
手
に
前
に
出
て
い
る
。

い
よ
い
よ
番
組
が
始
ま
っ
た
と
き
、

私
は
身
体
が
震
え
る
ほ
ど
の
感
動

を
覚
え
た
。
昔
の
テ
レ
ビ
で
見
た
、

天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
が
っ
た
大
き
な
マ

イ
ク
こ
そ
い
ま
は
最
新
式
に
小
型

化
さ
れ
て
い
た
が
、夢
に
ま
で
見
た

録
音
ス
タ
ジ
オ
に
自
分
の
席
が
あ

る
。
そ
の
名
も
「
幸
田
真
音
の
イ
ッ

ツ
・
マ
イ
ン
！
」（
文
化
放
送
・
毎
週

土
曜
の
午
後
六
時
か
ら
）と
い
う
番

組
で
、ア
ン
カ
ー
ウ
ー
マ
ン
と
呼
ぶ
に

は
少
し
違
う
が
、楽
し
い
対
談
番
組

だ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、半
世
紀
近
く

を
経
て
、つ
い
に
夢
が
実
現
し
た
瞬

間
な
の
で
あ
る
。

初
回
の
記
念
す
べ
き
ゲ
ス
ト
は
、

な
ん
と
谷
垣
禎
一
前
財
務
大
臣
。

ス
タ
ジ
オ
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
日

は
、先
の
総
裁
選
以
降
初
め
て
公

の
場
に
出
ら
れ
た
日
と
あ
っ
て
、大

勢
の
記
者
が
つ
め
か
け
た
。
新
聞
や

週
刊
誌
だ
け
で
な
く
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

ま
で
が
や
っ
て
き
て
、ス
タ
ジ
オ
に

隣
接
す
る
副
調
整
室
は
文
字
通
り

立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
の
混
雑

だ
っ
た
。

続
い
て
作
家
の
渡
辺
淳
一
氏
、医

師
の
向
井
万
起
男
氏
、前
政
府
税

作家
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（上から順に）中村氏が“工場の主”と呼ぶ醤油杜氏
の佐々木さんは、この道30年の大ベテラン。／DBJ青
森事務所の村上（左）に絞りたての生醤油を味わっても
らう中村氏。／工場屋上から望む“津軽富士”岩木山
（1,625m）。／工場外観。

DBJ SPECIAL 2 

根強い人気商品『昆布しょうゆ』の充填ライン。1日当り約1.5万本
が生産される。

Column
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